
1 

 
 
 

2021 年 1 ⽉ 15 ⽇ 
報道関係者各位 

国⽴⼤学法⼈筑波⼤学 
 

海洋酸性化によって停滞した⽣物多様性の変化は 
CO2濃度の低減によって回復する 

 

現在の海洋中の CO2濃度は、サンゴや⼤型海藻の海中林などの⽣物体が、海底で複雑な三次元的構
造（構造的複雑性）を作り出すのに適しており、それによって⾼い⽣物多様性が保たれています。⼀
⽅、CO2濃度が⾼くなり海洋が酸性化すると、⽣物群の構成が変化する過程（遷移過程）の初期段階に
おいて、環境の変化が激しい場所でも多くの⼦孫を残す⽣存戦略をとる、微細藻や⼩型の藻類（⽇和⾒
種）が増え、他の⼤型藻類の加⼊が阻害されます。そのため、⽣態系における種の多様性は低いままと
なり、構造的な複雑性を持つことができません。構造的複雑性は、様々な⽣物資源を創出するなど、⽣
態系の機能的側⾯を⽀えており、その喪失は、⼈類が享受する⽣態系サービスの劣化を意味していま
す。 

本研究では、海洋中の異なる CO2濃度の環境間で⽣物群集の移植実験を⾏い、⼩型藻類が優占して
いた⾼ CO2環境下の⽣物群集を、現在の CO2濃度レベルの環境下に移植したところ、数ヶ⽉程度で、
⼤型藻類を主体とする群集に変化することを⾒いだしました。このことは、適切に CO2を削減すれば、
⽣物多様性の停滞が解除され、⽣態系が回復できることを⽰しています。海洋酸性化が⽣物群集を変
化させるメカニズムを明らかにすることにより、海洋酸性化に対する⽣態系の管理が可能になると期
待されます。 
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 研究の背景  
海洋中の CO2 濃度が上昇し、海洋酸性化が進⾏すると、海洋の⽣物群集の遷移過程は⼤きく変化し、

⼩型の藻類が優占して、⽣物多様性や⽣態学的複雑性が失われます。しかし、⾼ CO2 環境下における⽣
物群集の遷移過程やその安定性を決定づける要因は明らかになっておらず、海洋酸性化が進⾏する中で
の⽣態系の管理は⾮常に困難です。 

本研究グループは、これまで、酸性化の進⾏した⾃然の⽣態系を反映する CO2 シープ注１）の観察を通じ
て、海洋⽣物群集に対する海洋酸性化の影響の解明に取り組んできました。それにより、海洋酸性化の進
⾏が多くの⽣物に深刻な影響をもたらし、それらは⼈類が⽣物多様性から享受する様々な⾃然の恵み（⽣
態系サービス）へも波及することを明らかにしました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、式根島 CO2 シープ周辺の⾼ CO2 海域と、そこから離れた通常海域に、正⽅形の板を⽣物
付着板(タイル)として設置し、それぞれのタイル上における⽣物群集（藻類）の遷移過程とその決定要因
を解析しました。具体的には、①異なる季節での遷移過程（1〜7 ⽉と 7〜1 ⽉)、②初期群集組成が遷移
過程に及ぼす影響、③群集の⽣産⼒に基づく⽣態系の機能、を調べることにより、海洋酸性化がもたらす
⽣物群集の変化と、そのメカニズムの解明を試みました。その結果、通常海域と⽐較して、⾼ CO2 海域
では、群集の純光合成は増⼤するものの、タイルが⽇和⾒種である⼩型の藻類に覆われ、バイオマスや⽣
物多様性が低下していました。また、タイルに付着した⽣物が作り出す構造的複雑性も失われ、⽔域の底
部に⽣息する底⽣⽣物の⽣息場の喪失が引き起こされました。このパターンは、異なる季節間でも同様に
現れ、初期遷移過程で優占する⽇和⾒種が他の⼤型海藻の加⼊を阻害し、早い段階で⽣態系を⽀配しま
す。この、⾼ CO2 環境で⽣物が付着したタイルを通常海域に移設したところ、⼤型藻類が優占する群集
構造に変化し、数か⽉程度で通常海域の⼀般的なパターンへ移⾏しました（参考図）。このことは、海洋
酸性化により藻類の⽣態系が変化しても、海洋中の CO2 を適切なレベルに戻せば、藻類群集の構造も元
に戻るという、⽣態系の回復⼒の⾼さを⽰しています。 
 

 今後の展開  
本研究グループは、今後も、国際的な共同研究を進め、⽣態系の変化が引き起こされるメカニズムの解

析や、海洋酸性化が⼈間社会に及ぼす影響の評価を明らかにする予定です。 
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 参考図  

図：群集の遷移過程 
現在の海洋環境（CO2 濃度）では、遷移過程の進⾏に伴って種の多様性が増⼤し、複雑性の⾼い⽣態系

となる。⼀⽅、⾼ CO2 環境下では、⼩型藻類が初期段階で優占した後、遷移が停滞し、⽣物多様性が低
下して複雑性の乏しい⽣態系となる。しかし、CO2 環境を⼊れ替えることで、⽣態系は容易に回復する。 
 

 ⽤語解説  
注１） CO2 シープ 

海底から CO2ガスが噴出し、周囲の⽣態系が⾼ CO2 環境に曝された海域。 
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